
充実した亀ヶ池温泉の施設
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伊方発電所

亀ヶ池温泉
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上
関
町
で
は
今
、
旧
室
津
小
学
校
跡
地
に
温
浴
施
設
の
建
設
計
画
が
進
ん
で
い

ま
す
。
計
画
に
当
た
っ
て
上
関
町
の
関
係
者
ら
は
事
前
に
各
地
の
温
浴
施
設
を
視

察
し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
最
も
参
考
に
な
っ
た
の
が
、
伊
方
原
子
力
発
電
所
が

あ
る
愛
媛
県
伊
方
町
の
亀
ヶ
池
温
泉
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
町
連
協
で
も
実

際
に
現
地
を
訪
れ
、
施
設
や
運
営
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
亀
ヶ
池
温
泉
は
平
成
19 
年
に
完
成
し
た

複
合
型
の
温
浴
施
設
で
、
館
内
に
は
大
浴

　
年
間
利
用
者
数
は
平
均
で
約
19 
万
5
千

人
。
こ
れ
は
、
計
画
時
点
で
の
予
想
を
大

き
く
上
回
る
数
だ
そ
う
で
す
。

　
施
設
は
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
や
「
合

併
特
例
債
」
等
を
利
用
し
て
伊
方
町
が
つ

く
り
、
運
営
は
指
定
管
理
者
制
で
、
民
間

業
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

│
温
浴
施
設
建
設
の
目
的
は
？

宮
本
●
町
の
活
性
化
計
画
の
一
つ

で
、
町
民
の
福
祉
と
と
も
に
、
町
外

か
ら
の
集
客
効
果
な
ど
も
狙
い
で
し
た
。

│
町
民
と
町
外
者
と
の
区
別
は
？

　
完
成
し
た
当
初
、
町
民
全
員
に
会
員
カ

ー
ド
を
配
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
町
内
と
町

外
の
利
用
料
金
を
区
別
し
て
い
ま
す
。
カ

ー
ド
は
新
た
に
町
民
に
な
っ
た
方
に
も
、

申
請
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
発
行
し
ま
す
。

│
利
用
者
数
は
予
想
を
上
回
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
予
想
を
立
て
た

の
で
し
ょ
う
？

宮
本
●
周
辺
の
人
口
や
道
路
な
ど
の
交
通

事
情
を
考
慮
し
て
、
算
定
式
を
当
て
は
め

る
推
計
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
年
間
18 
万
人
と
い
う
見
込
み
数
が
出

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
楽
観

的
す
ぎ
る
と

い
う
意
見
も

あ
り
、
約
半

分
の
9
万
4

千
人
に
設
定

し
ま
し
た
。

実
際
は
嬉
し

い
誤
算
で
し

た
ね
。

│
運
営
を
指

定
管
理
者
に

ま
か
せ
る
方
法
を
と
っ
た
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
？

宮
本
●
町
の
直
営
と
い
う
話
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ア
イ
デ
ア
に
任
せ
た
ほ
う
が
、
運
営
は
う

ま
く
い
く
と
判
断
し
ま
し
た
。

│
町
と
指
定
管
理
者
と
の
契
約
内
容
は
？

宮
本
●
契
約
期
間
は
最
初
が
3
年
、
次
か

ら
は
5
年
契
約
で
す
。

　
町
が
支
払
う
管
理
費
は
初
年
度
が
2
千

万
円
で
し
た
が
、
予
想
以
上
の
黒
字
に
な

っ
た
た
め
、
2
年
目
は
半
減
、
3
年
目
の

今
年
は
ゼ
ロ
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一

定
額
以
上
の
補
修
費
や
改
善
費
な
ど
は
町

が
準
備
し
て
い
ま
す
。

│
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
下
さ
い
。

宮
本
●
最
初
か
ら
完
全
な
も
の
を
求
め
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
ま
ず
80
点
の
も
の

を
つ
く
っ
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
満
点
に

近
づ
け
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
関
町
で
も
同
様
の
計
画
が
あ
る
そ
う

で
す
が
、
周
辺
人
口
も
多
い
よ
う
な
の
で

う
ま
く
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
16 
年
か
ら
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い

た
だ
い
て
き
た
会
報
「
花
信
」
を
、
今
回
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
「
上
関
未
来
通
信
」

と
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
愛
読
下
さ
い
。

会
報
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

大浴場（男女の浴室が1週間ごとに入れ替わる）

露天風呂
20人あまり入れる足湯（無料）

高齢者や身障者向けの福祉風呂 人気の岩盤浴もある

亀ヶ池温泉
泉　質 ● ナトリウム塩化物温泉
温　度 ● 46.3℃
深　度 ● 1500m
湧出量 ● 110t ／日
効　能 ● 神経痛・筋肉痛・打ち身・
　　　　  慢性消化器病・冷え性・疲
　　　　  労回復・切り傷・火傷など

場
、
露
天
風
呂
を
は
じ
め
、
身
障
者
向
け

の
福
祉
風
呂
や
岩
盤
浴
、
足
湯
な
ど
の
入

浴
施
設
、
産
直
市
を
兼
ね
る

『
交
流
物
産
館
』、『
ふ
る
さ
と

レ
ス
ト
ラ
ン
』
等
が
あ
り
ま
す
。

運営は本職の民間に

●　一般浴室は「大浴場」「露天風呂」
　のほか、2種類のサウナ、岩盤浴
　などがある。
●　「福祉風呂」、「家族風呂」がそれぞ
　れ1室ずつある。
●　玄関横にある足湯は無料。
●　温泉の自動販売機もある。

（2面に関連レポートは続きます）

伊方町商工観光課 

係長 宮本 寛 さん
ゆたか

愛
媛
県
伊
方
町 

『
亀
ヶ
池
温
泉
』

民
間
ア
イ
デ
ア
を
＋
し
て

　
　
予
想
以
上
の
集
客
数

プ
ラ
ス
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まちづくり

役場で聞きました

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
『（
株
）
ク
リ
エ
イ

ト
伊
方
』
は
、
平
成
9
年
に
設
立
さ
れ
た

第
三
セ
ク
タ
ー
の
会
社
で
す
。
も
と
も
と

農
・
水
産
物
の
生
産
や
加
工
、
販
売
を
行

っ
て
い
た
た
め
、
特
産
物
販
売
所
や
食
堂

が
あ
る
施
設
の
運
営
は
得
意
分
野
で
す
。

　
同
社
の
方
に
雇
用
や
運
営
、『
交
流
物

産
館
』
と
『
ふ
る
さ
と
レ
ス
ト
ラ
ン
』
の

特
徴
な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

│
現
在
の
雇
用
状
況
と
来
場
者
の
地

域
分
布
を
教
え
て
下
さ
い
。

大
本
●
社
員
が
6
名
と
、
パ
ー
ト
が

15 
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

は
町
内
が
4
割
、
町
外
は
6
割
で
す
。
町

外
は
隣
接
の
八
幡
浜
市
や
大
洲
市
が
主
で

す
が
、
遠
く
は
松
山
辺
り
か
ら
来
ら
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
よ
。

│
物
産
館
は
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

大
本
●
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、
当
初

は
み
か
ん
も
野
菜
も
少
な
く
て
困
り
ま
し

た
ね
。
個
人
の
生
産
者
が
商
品
を
用
意
す

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

慣
れ
て
く
る
と
、
生
産
者
同
士
で
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
商
品
の
種
類
、
量
を
調
整

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

│
販
売
価
格
は
ど
う
や
っ
て
決
定
す
る
の

で
し
ょ
う
？

大
本
●
納
入
業
者
が
自
由
に
決
め
て
い
ま

す
。
業
者
ご
と
の
仕
入
れ
や
売
り
上
げ
を

事
務
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
一
括
処
理
し

ま
す
か
ら
、
管
理
は
楽
で
す
よ
。
生
産
者

も
助
か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

│
水
産
加
工
品
も
多
い
で
す
ね
。

大
本
●
漁
協
の
青
年
部
と
業
者
な
ど
が
、

共
同
で
加
工
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。『
真
鯛
の
一
夜
干
し
』
は
最
近
で
き
た

も
の
で
、
な
か
な
か
好
評
で
す
よ
。
も
ち

ろ
ん
個
人
の
生
産
者
が
つ
く
っ
た
商
品
も

た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
ま
す
。

│
レ
ス
ト
ラ
ン
の
特
徴
は
？

大
本
●
当
初
の
設
計
で
は
、
う
ど
ん
な
ど

の
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
し
た
。
こ
れ
で
は
魅

力
が
な
い
の
で

町
に
設
計
変

更
を
お
願
い

し
て
、
専
門

業
者
に
入
っ

て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
の
辺

り
の
名
物
料
理

も
メ
ニ
ュ
ー
に

加
え
て
い
ま
す
。

温
泉
利
用
者
以
外
の
方
も

大
勢
来
店
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

│
上
関
町
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

大
本
●
施
設
の
運
営
は
行
政
が
行
う
サ
ー

ビ
ス
と
は
違
い
ま
す
か
ら
、
利
用
者
の
要

望
に
素
早
く
応
え
る
瞬
発
力
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
上
関
に
も
温
浴
施
設
が
で
き

る
そ
う
な
の
で
、
お
互
い
情
報
交
換
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
蒲
井
に
限
ら
ず
上
関
町
は
、
全
体
的

に
高
齢
化
が
進
ん
で
元
気
が
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
若
者
が
増
え
な
け
れ
ば
ダ

メ
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、

原
電
の
立
地
は
良
い
活
力
源
だ
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
私
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
て
「
元
気
あ

る
蒲
井
」
を
、
そ
し
て
「
元
気
あ
る
上

関
町
」
を
つ
く
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産直の農産物と海産物加工品が充実した販売所

上
関
取
水
口
J
V
工
事
所

副
所
長
（
東
洋
建
設
）

手
塚 

隆
さ
ん

上
関
取
水
口
J
V
工
事
所

事
務
長
（
奥
村
組
）

重
岡 

正
一
さ
ん

町
連
協 

新
幹
事
紹
介

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 蒲井区長 米中 廣

（表面よりつづき）

　新たにつくられた
「真鯛の一夜干し」
（800g程度の真鯛
を素材にしている）

　去年の9月にこちらに来ました。
今は海域での工事が止まっている
ため、主に事務所で施工計画の検
討作業を行っています。
　白井田は「穏やかな漁村」とい
う第一印象でした。食事は地元の
方に作ってもらっているのですが、
魚はとても美味しいですね。単身
赴任の身としては嬉しいことですよ。
　素晴らしいのは、まちにゴミが
落ちていないこと。みんな気さくだ
し、お年寄りも元気で明るいし、良
い環境に住ませてもらっています。

　自宅が光市なので、こちらまで
通っています。もともと上関は好き
な町でしたから、勤務地になっても
全く違和感はありませんでしたね。
　地元の方には、公私ともどもお
世話になっています。逆に「近所に
若い人がいてくれるので心強い」と
言われる方もいて、良い関係が築
けているのだと思います。
　白井田はお年寄りが多いので、
力仕事などがあれば遠慮なく声を
かけて下さい。力自慢の若い衆が
すぐに駆けつけますから。（笑）

ご飯に刺身を乗せ、出汁をかけて食べる郷土料理「日向飯」

　
旧
室
津
小
学
校
跡
地
に
建
設
予
定
の
温
浴
施
設

『
海
峡
温
泉
（
仮
称
）』
は
、
着
工
に
向
け
て
の
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
役
場
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
基
本
設
計
が

固
ま
っ
て
、
今
は
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
段
階
」
と
の
こ
と
。
全
貌
が

明
ら
か
に
な
る
の
も
遠
い
先
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
温
浴
施
設
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
町
民
の
強
い
思
い
で
あ
っ
た
   ”安
ら
ぎ

の
場
づ
く
り
“  。
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
職
員
の
方
た
ち
は
「
こ
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
完
成
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
は
山
口
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
上
関
町
で
も
ボ
ク
シ
ン
グ
の

競
技
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
開
催
に
間
に
合
う
よ
う
一

日
も
早
い
完
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

建設予定地の室津小学校跡地

泉源

高
松
市
出
身

白井田在住
光
市
出
身

白井田勤務

Welcome かみのせきWelcome かみのせきWelcome かみのせき

亀ヶ池温泉　副支配人

 大本 英人 さん

能力を高め、臨機応変に

ひろし
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反対派団結小屋

反対派監視小屋

沈砂池

仮桟橋

上関原子力発電所
敷地造成JV現場事務所

横坑

2010.3/22 撮影2010.3/22 撮影

2010.3/22 撮影

開閉所の建設予定地あたりの沢
（現在の作業現場）

縦坑

昨年12月に完成

地質観察や、岩盤の各種
試験を行うための試掘坑
（4箇所，総延長約1km）

工事機材、調査機
材などを搬入する

掘削や洗浄によって出
てきた水の濁りなどを
沈殿させる池
上澄みを排出する

反対派の逗留施設で、
主に町外者が数人常駐
している模様

土のうを積んで風よけをつ
くり、テントを張っている
（このページ左下写真も）

仮桟橋ステップの下にはシーカヤックをはじめ、
反対派が様々なものを置いている（4/9撮影）

ドップラーソーダ
上空1km程度までの大
気の成層状態、風向・
風速を測定する装置

縄文時代から近世までの
遺物が出土した遺跡で、
発掘調査が完了し、現在
は埋め戻されている

仮桟橋脇にある反対派のテント（4/9撮影） インディアンテントも建てられている（4/9撮影）

　田ノ浦の工事現場では、昨年から始まった
反対派による妨害が今も続いています。最近
は砂浜に土のうを積み上げて、テント小屋を
作ったり、インディアンテント（このページ下
写真）を設置するなど、身勝手な行動が一層
エスカレートしています。そこで、実際の現場は今どうなっているのか、
作業の進捗状況や苦労している点などを、現場に行って敷地造成工事
共同企業体・副所長の田村さんにうかがってきました。

古泉／今はどのような作業をしていますか?
田村／開閉所（発電所でつくった電気を送り出すための中継設備）をつ
くる場所は土地を盛り上げるのですが、予定地一帯は沢になっていて地
盤が悪いので、その改良工事を行っています。
古泉／日常の作業に対する妨害行為はありますか?
田村／敷地境界フェンスの内側で行う作業は見ているだけなのですが、
測量などで海岸に出ると取り囲まれて罵声を浴びせられたりしますね。

古泉／予定が狂ってしまいますね。
田村／どの工事にも工期が決められています。
現時点では、全体の工程に大きな影響はありま
せんが、この工事が終わらないと取りかかれな
い工事もありますので、いろいろなところに迷
惑がかかることとなります。
古泉／反対は個人の自由と考えているのかも
しれませんが、違法な行為は許されるもので
はないということに早く気付いてほしいですね。

反対派のテント反対派のテント

反対派のシーカヤック反対派のシーカヤック

田ノ浦遺跡

点線の楕円内で工事が行われている

現場の「声」主任技術者・副所長

上関原子力発電所  敷地造成工事共同企業体
田村 吉広 さん

田ノ浦の現況
原電計画地点を写真でレポート
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●
昨
年
中
国
電
力
か
ら
原

子
炉
設
置
許
可
申
請
書
が

提
出
さ
れ
、原
電
の
建
設

は
新
た
な
段
階
に
入
り
ま

し
た
。
上
関
の
ま
ち
づ
く

り
も
次
の
段
階
に
入
る
時

期
だ
と
考
え
、新
年
度
を

機
に
会
報
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。『
上
関
未

来
通
信
』の
タ
イ
ト
ル
ど

お
り
、上
関
の
未
来
に
つ

な
が
る
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。（
I
）

●
田
ノ
浦
の
現
場
を
訪
れ

て
思
う
の
は
、い
つ
も
た
む

ろ
し
て
い
る
数
人
の
若
者

た
ち
の
こ
と
。
同
世
代
の

子
を
持
つ
親
と
し
て
は
、

も
っ
と
生
産
的
な

こ
と
に
情
熱
を
注

い
で
ほ
し
い
と
虚

し
い
思
い
が
沸
い

て
き
ま
す
。（
K
）

「
志
田
の
農
作
物
は
と
っ
て
も
美
味
し
い

ん
で
す
よ
。
と
く
に
柑
橘
類
は
甘
味
も

酸
味
も
濃
く
て
、
味
は
ど
こ
に
も
負
け

な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
地
元
の
ご

婦
人
。
南
向
き
の
傾
斜
地
は
水
は
け
が

良
く
、
土
壌
も
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

柑
橘
の
味
が
良
く
な
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
夏
み
か
ん
が
旬
を
迎
え
ま
す
。

今年は一段と盛り上がった『志田 菜の花祭り』。地区の人たち
は、こうしたイベントなどを通じて「花咲く海のまち上関」の
玄関口である志田地区のPRに、一丸となって取り組んでいる。

　担任の三浦先生を中心に34人の児童が写っています。後ろ
に見えるドーム型のネットは中庭にあったミニ動物園。鳥やウサ
ギなどの小動物が飼われていました。この場所は後に噴水のあ
る池になりましたが、動物園は向かって右側に移動して、平成
18年に閉校になるまで残っていました。
　校舎は昭和10年にできたもので、玄関を入った正面が教員
室だったそうです。昭和31年に北側校舎が、同33年に南側校
舎が竣工。写っている本館校舎は昭和43年に改築されました。で

き
な
い
規
格
外
の
レ
ン
チ
ョ

ウ
な
ど
も
混
ぜ
、
味
も
一
層
良

く
な
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

得
意
料
理
も
ど
ん
ど
ん
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
ね
。

　
山
口
県
漁
協
上
関
支
店
女
性

部
は
、
1
月
17
日
に
行
わ
れ
た

神
明
祭
で
恒
例
の
「
う
ど
ん
入

り
鯛
な
べ
」
の
接
待
を
行

い
ま
し
た
。

　
女
性
部
に
と
っ
て
数
年

前
か
ら
工
夫
を
重
ね
て
き

た
鯛
な
べ
は
、
す
っ
か
り

定
着
し
た
人
気
料
理
で
す
。

当
日
は
具
だ
く
さ
ん
の
鯛

な
べ
に
う
ど
ん
を
入
れ
、

お
よ
そ
3
0
0
杯
分
を
配

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
夫
は
、
具
の

ひ
と
つ
”つ
み
れ
“。「
ハ
モ

と
エ
ソ
を
中
心
に
、
出
荷

神
明
祭
り
で
お
接
待

2009.9/24 撮影2009.9/24 撮影

写真提供 井上勝美

鯛なべは“つみれ”に一工夫

柑
橘
の
味
に
自
信
あ
り

上関町の玄関口 志田地区

室津小5年クラス写真
［  30年］昭

和

山口県漁協上関支店女性部
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